
緑多き陽明高等学校・陽明高等支援学校の校庭は、師走の今、モモタマナの赤
銅色に色づいた大きな落ち葉が毎日、積もるほどに落葉しています。
朝早く登校してくる生徒たちが、竹ぼうきを片手に校庭へと向かいます。
ときどき吹いてくる北風のご機嫌を伺いながら掃いて、掃いて、落ち葉の山を

つくり、カゴや一輪車で集めて畑に敷いて、土へとかえします。
すっかり、落ち葉が無くなった校庭を後にして、生徒たちは清々しい気持ちで

SHRに向かうのです。


